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保険証廃止反対学習集会
５月30日（木）　18：30　ラボール京都

最賃学習会
６月７日（金）　18：30　ラボール京都

働くもの働くもののの団結団結でで  
生活生活とと権利権利、、平和平和とと
民主主義民主主義をを守ろう守ろう

　

５
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
、
第
95
回
全
京
都
統
一
メ
ー
デ
ー

大
会
。

　

あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
会
場
の
二
条
城
前
広
場

（
二
条
城
前
駐
車
場
）
に
約
３
０
０
０
人
の
労
働
者
・
市
民
が

集
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
府
内
11
カ
所
で
メ
ー
デ
ー
大
会
・
デ

モ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
京
都
統
一
メ
ー
デ
ー
大
会
の
主
催
者
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

梶
川
憲
実
行
委
員
長
（
京
都
総
評
議
長
）
は
、「
物
価
高
騰
を

超
え
る
賃
上
げ
、
最
賃
１
５
０
０
円
実
現
、
賃
金
が
上
が
る
国

へ
、
団
結
・
連
帯
し
て
た
た
か
お
う
」「
米
軍
と
一
体
に
戦
争

準
備
、
武
器
輸
出
、
そ
し
て
軍
事
費
43
兆
円
。
一
方
で
増
税
と

暮
ら
せ
な
い
年
金
。『
軍
事
栄
え
て
民
滅
ぶ
』
道
を
や
め
さ
せ

よ
う
」「
財
界
の
言
う
が
ま
ま
の
岸
田
政
権
、
裏
金
ま
み
れ
の

自
民
党
政
治
を
や
め
さ
せ
よ
う
」「
労
働
組
合
の
出
番
で
す
。

世
界
で
た
た
か
う
労
働
者
・
労
働
組
合
と
の
団
結
・
連
帯
を
強

め
て
た
た
か
お
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

新
日
本
婦
人
の
会
京
都
府
本
部
会
長
の
澤
田
季
江
さ
ん
、
日

本
共
産
党
倉
林
明
子
参
議
院
議
員
、
新
社
会
党
京
都
府
本
部
の

駒
井
高
之
書
記
長
が
来
賓
あ
い
さ
つ
。
京
都
府
知
事
と
京
都
市

長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

争
議
団
・
争
議
組
合
の
仲
間
が
登
壇
し
、
代
表
し
て
京
都
市

の
不
当
労
働
行
為
（
団
交
拒
否
）
と
た
た
か
う
福
祉
保
育
労
学

児
支
部
の
大
西
良
武
さ
ん
が
決
意
表
明
し
、
す
べ
て
の
争
議
解

決
へ
の
支
援
を
訴
え
ま
し
た
。

　

メ
ー
デ
ー
宣
言
を
採
択
し
た
あ
と
、「
が
ん
ば
ろ
う
」
の
歌

の
全
員
合
唱
と
団
結
ガ
ン
バ
―
ロ
ー
で
気
勢
を
上
げ
、
北
・
中

・
南
の
３
コ
ー
ス
の
デ
モ
で
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　能登半島地震は、甚大な被害で今なお多くの方々が避難生活
を強いられています。ロシアのウクライナ侵略、パレスチナ・
ガザでは日々命の危機が続いています。私たちは、平和の実現
を求める全世界の仲間と連帯し力を合わせようではありません
か。
　24春闘で、物価高騰を超える賃上げを求めてストライキを
背景にして労使交渉を行うなど力を合わせてたたかい、昨年を
上回る回答を引き出しましたが、物価を上回る賃上げ、とりわ
け中小や非正規労働者、ケア労働者の賃上げなど、現在もたた
かい真っただ中です。賃金が上がる国へ、団結・連帯してたた
かおうではありませんか。全国一律1500円の最賃を今すぐ
に、大企業にたまり続ける内部留保を還流させ、賃上げを本気
で応援する政治をつくろうではありませんか。女性労働者の低
賃金の深刻さが浮き彫りです。ジェンダー平等の第一課題であ
る賃金格差をなくす全労働者のたたかいを呼びかけます。
　岸田政権は、米軍と一体に戦争準備、武器まで売ろうと言う
憲法違反。軍事費43兆円を国立病院の賃上げ原資や雇用調整
助成金のお金まで流用する、そして増税と暮らせない年金。軍
事栄えて民滅ぶ道です。北陸新幹線や大阪万博などには湯水の
お金と資材です。危険が浮き彫りになった原発を再稼働と新増
設。労働者を守る法律・ルールを根本からつぶすなど、財界の
言うがままです。自民党政治・岸田政権をやめさせようではあ
りませんか。
　先日組合結成した福祉職場の仲間が言いました。「みんなが
大切にされる職場にしてこそモチベーションも上がる、よりよ
い職場をつくりたい」。労働組合の出番です。世界中でたたか
う労働者・労働組合と団結・連帯しましょう。
　働くものの団結万歳！ 世界の労働者万歳！ メーデー万歳！

メーデー大会
主催者あいさつ（要旨）

全京都統一メーデー実行委員長

梶川　憲

第95回 全京都統一メーデー

物
価
高
騰

物
価
高
騰
をを
上
回
上
回
るる

��
賃
上
げ

賃
上
げ
をを
！！！！

主な日程主な日程
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つ来 賓 あ い さ

●新日本婦人の会京都府本部　会長

澤田　季江さん
●日本共産党　参議院議員

倉林　明子さん
●新社会党京都府本部　書記長

駒井　高之さん

今年は次の３人の来賓の方から
連帯のごあいさつを受けました。

切実な要求を府内各地でアピール切実な要求を府内各地でアピール

宮津与謝

相楽

舞鶴

乙訓

南山城

争議支援の訴え

大西良武さん

す
べ
て
の
争
議
の
勝
利
解
決
に
向
け
て
全
力

す
べ
て
の
争
議
の
勝
利
解
決
に
向
け
て
全
力

　

京
都
市
の
不
当
労
働
行
為
と

た
た
か
う
福
祉
保
育
労
・
大
西

良
武
さ
ん
と
学
児
支
部
の
仲
間

２
人
、
年
金
引
き
下
げ
違
憲
訴

訟
原
告
団
・
楠
晤
さ
ん
、

J
A
L
解
雇
撤
回
争
議
団
・
神

瀬
麻
里
子
さ
ん
、
建
設
ア
ス
ベ

ス
ト
京
都
訴
訟
建
国
団
・
北
村

せ
つ
子
さ
ん
と
は
な
あ
き
ら
さ

ん
が
登
壇
。

　

代
表
し
て
大
西
良
武
さ
ん
が

「
争
議
の
当
事
者
に
な
る
と
い

う
の
は
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
一
刻
も
早
い
解
決
が
必
要

だ
と
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
争
議
の
勝
利
解
決
へ

引
き
続
く
ご
支
援
を
お
願
い
し

ま
す
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

５
月
１
日
、
京
都
府
内
11
会
場
で
約
2
2
0
0

人
が
参
加
し
て
、
メ
ー
デ
ー
大
会
・
デ
モ
行
進
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
地
で
、
労
働
者
・
国
民
の
切
実
な
要
求
や
平

和
を
守
る
願
い
を
許
す
な
を
ア
ピ
ー
ル
。
ま
た
、

ウ
ラ
金
政
治
を
許
す
な
!　

自
民
党
政
治
を
や
め

さ
せ
よ
う
!
と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
し
ま
し
た
。

第95回 全京都統一メーデー

府内11カ所で 
メーデー開催

大軍拡・大増税許すな！大軍拡・大増税許すな！
  ウラ金政治をやめさせよう  ウラ金政治をやめさせよう！！  

憲
法
い
か
す

憲
法
い
か
す

政
治
政
治
のの
実
現
実
現
を
！
を
！
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日常のひとコマ

日常のひとコマ

大
西　
智
也

「
推
し
活
」エ
ン
ジ
ョ
イ
♪

京
都
自
治
労
連
　

家
族
の「
推
し
活
」

め
ぐ
り
に
付
き

添
っ
て
大
阪
へ
。呪
術
廻

戦
、ゴ
ー
ル
デ
ン
カ
ム

イ
、そ
し
て
現
在
ゲ
キ

推
し
の
ハ
イ
キ
ュ
ー
。

漫
画
か
ら
ア
ニ
メ
化
・
映

画
化
さ
れ
て
い
る
も
の

の
正
直
ど
れ
も
な
ん
と

な
く
し
か
知
ら
な
い
。

で
も
ワ
ク
ワ
ク
楽
し
そ

う
な
姿
と
笑
顔
に
癒
さ

れ
モ
ー
ド
。
負
け
じ
と

私
も
粉
も
ん
と
ビ
ー
ル

の「
推
し
活
」だ
い
。

【
応
募
方
法
】①
画
像
１
枚
、
②

タ
イ
ト
ル
、
③
コ
メ
ン
ト
１
０
０

～
２
０
０
字
程
度
、
④
お
名
前

（
掲
載
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）、
⑤

所
属
、
⑥
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
送
り
先

を
書
い
て
、
京
都
総
評
ま
で
メ
ー

ル
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
掲
載
さ

れ
た
方
に
は
図
書
カ
ー
ド（
１
０

０
０
円
分
）
を
贈
呈
し
ま
す
。

あ
な
た
の
パ
シ
ャ

写
真
募
集
中
！

　

聞
い
て
い
た
珠
洲
市
の
海
に

近
い
被
災
家
屋
の
家
財
搬
出

の
作
業
を
行
っ
た
。
建
物
の

外
見
と
い
う
よ
り
、
基
礎
部

分
の
ひ
び
、
室
内
の
壁
な
ど

の
剥
落
が
ひ
ど
く
、
震
動
の

強
さ
を
感
じ
た
。
そ
れ
で
も

被
害
判
定
は
一
部
損
壊
だ
そ

う
。

　

公
費
解
体
は
半
壊
判
定
以

上
な
の
で
、
自
費
解
体
に
な

る
と
の
こ
と
、
費
用
の
負
担

は
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
２

日
目
、
同
じ
く
珠
洲
市
の
、

建
築
か
ら
そ
う
経
っ
て
い
な

い
家
屋
の
家
財
の
搬
出
。
柱

や
建
具
が
ゆ
が
み
、
余
震
が

起
こ
れ
ば
と
考
え
た
だ
け
で

恐
怖
を
覚
え
る
。
搬
出
後
、

災
害
ご
み
の
集
積
場
に
家
財

を
運
ん
だ
。
３
ヵ
月
経
っ
た

集
積
場
と
は
こ
ん
な
に
す
っ

き
り
し
て
い
る
も
の
な
の

か
。
家
財
を
搬
出
で
き
て
い

な
い
の
で
は
、
と
感
じ
る
一

瞬
で
あ
っ
た
。

　

と
も
か
く
、
復
旧
は
ま
だ

緒
に
つ
い
た
ば
か
り
だ
と
実

感
し
、
機
会
が
あ
れ
ば
、
再

度
参
加
し
た
い
と
思
っ
た
。

　

集
会
の
冒
頭
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
で
福
祉
保
育
労
の
学
童

児
童
館
支
部
の
仲
間
が
「
け

ん
玉
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
を

披
露
し
、
京
都
市
の
不
当
労

働
行
為
と
の
戦
い
の
支
援
も

　

日
本
国
憲
法
が
施
行
さ
れ
て
77
年
と
な
る
５
月
３

日
、
汗
ば
む
陽
気
に
な
っ
た
晴
天
の
円
山
音
楽
堂
で
憲

法
集
会
が
行
わ
れ
、「
武
力
で
平
和
は
つ
く
れ
な
い
!
」

「
改
憲
・
大
軍
拡
N
O
!
」「
自
民
党
政
治
を
終
わ
ら
せ
、

憲
法
生
か
す
政
治
を
つ
く
ろ
う
!
」な
ど
の
要
求
を
持

ち
寄
っ
た
２
０
０
０
人
の
府
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

訴
え
ま
し
た
。

　

神
戸
女
学
院
名
誉
教
授
の

石
川
康
宏
さ
ん
が
「
明
日
、

と
な
り
の
人
に
話
し
た
く
な

る
平
和
の
話
」
と
題
し
て
講

演
。
岸
田
首
相
が
す
す
め
る

あ
っ
た
が
、
発

災
か
ら
３
ヵ
月

余
り
、
被
災
地

が
ど
う
変
わ
っ

た
の
か
、
こ
の

目
で
確
か
め
た

い
と
い
う
気
持

ち
が
あ
っ
た
か

ら
で
あ
る
。

　

初
日
、
セ
ン

タ
ー
の
あ
る
羽

咋
市
か
ら
車
に

分
乗
し
、
深
刻

な
被
災
状
況
と

大
軍
拡
・
武
器
輸
出
な
ど
に

つ
い
て
「
軍
拡
で
安
保
環
境

は
よ
く
な
っ
て
い
る
か
？
軍

拡
で
相
手
を
刺
激
し
て
危
険

度
が
増
え
た
だ
け
で
は
な
い

か
」
と
指
摘
。
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
略
や
ガ
ザ
で
の

戦
闘
が
激
化
し
て
い
る
現
状

を
踏
ま
え
て
「
戦
争
で
得
る

も
の
は
互
い
に
な
に
も
な

い
」
と
訴
え
ま
し
た
。
そ
し

て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
外
交
努
力

を
紹
介
し
な
が
ら
、「
憲
法

９
条
を
生
か
し
た
外
交
努

力
、
対
話
と
交
渉
の
力
で
平

和
を
め
ざ
す
べ
き
」
だ
と
強

調
し
ま
し
た
。

　

集
会
の
あ
と
、
京
都
市
役

所
前
ま
で
憲
法
ウ
ォ
ー
ク
を

行
い
、
連
休
中
で
多
く
の
観

光
客
で
に
ぎ
わ
う
四
条
通
や

河
原
町
通
り
で
、「
９
条
改

憲
、
ぜ
っ
た
い
許
す
な
」

「
憲
法
変
え
る
な
、
政
治
を

変
え
よ
う
」「
ミ
サ
イ
ル
い

ら
な
い
、
平
和
を
つ
く
ろ

う
」
な
ど
を
コ
ー
ル
し
、
プ

ラ
カ
ー
ド
な
ど
を
手
に
、
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
実
感

つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
実
感

現
状
を
知
っ
て
、
自
分
に

現
状
を
知
っ
て
、
自
分
に

出
来
る
こ
と
を
考
え
て

出
来
る
こ
と
を
考
え
て

９
条
生
か
し
た
外
交
こ
そ
必
要

９
条
生
か
し
た
外
交
こ
そ
必
要

京
都
市
職
労
　
松
下
　
泰
之

全
国
一
般
　
林
　
眞
也

　

新
年
度
が
始
ま
り
、
職
場

の
メ
ン
バ
ー
も
一
新
し
た
４

月
19
日
か
ら
21
日
、
京
都
自

治
労
連
を
通
じ
て
、
能
登
半

島
地
震
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
し
た
。

　

美
味
し
い
食
べ
物
を
食
し

た
い
と
い
う
不
純
な
動
機
も

　

４
月
19
日
か
ら
21
日
に
全

労
連
「
能
登
震
災
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
。
全
国
災
対
連
・
石

川
災
対
連
現
地
事
務
所
は
、

羽
咋
市
に
あ
り
宿
泊
で
き
る

金
沢
市
内
か
ら
１
時
間
ほ
ど

の
場
所
で
往
復
２
時
間
か
け

て
事
務
所
ま
で
行
き
ま
し

た
。

　

１
日
目
は
珠
洲
市
の
建
交

労
の
組
合
員
さ
ん
の
お
宅
。

２
日
目
は
能
登
町
の
お
宅
２

件
。
３
日
目
は
輪
島
市
の
被

災
地
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

珠
洲
市
や
能
登
町
、
輪
島

市
に
行
く
高
速
道
路
は
４
ヵ

月
経
っ
た
今
で
も
陥
没
し
て

お
り
、
復
旧
途
中
で
片
側
通

行
と
な
り
帰
り
は
一
般
道
を

通
る
ル
ー
ト
し
か
な
く
、
往

復
で
５
時
間
ほ
ど
か
か
り
ま

す
。

　

ま
た
、
珠
洲
市
や
能
登

焼
け
た
車
が
海
風
で
錆
び
焦

げ
て
お
り
、
戦
争
の
惨
劇
を

見
て
い
る
よ
う
で
心
が
苦
し

く
な
り
ま
し
た
。

　

被
災
さ
れ
た
方
の
話
で

は
、「
こ
の
ま
ま
で
は
住
む

こ
と
も
出
来
ず
、
解
体
す
る

た
め
に
見
積
も
り
を
取
っ
た

が
、
４
０
０
～
５
０
０
万
円

か
か
る
。
行
政
か
ら
の
支
援

金
だ
け
で
は
厳
し
い
」
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

多
く
が
被
災
し
た
当
時
の

ま
ま
で
、
復
興
以
前
に
復
旧

に
時
間
が
か
か
り
そ
う
で

す
。
私
た
ち
に
出
来
る
こ
と

は
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
現
状
を
知
っ
て
自
分
に

出
来
る
こ
と
を
考
え
て
も
ら

え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

家財搬出作業をするボランティア

今も倒壊した家屋がそのままに

輪島朝市通りの様子

5.3
憲法集会
in 京都

第95回全京都統一メーデー宣言
　私たちは、本日、「働くものの団結で、生活
と権利、平和と民主主義を守ろう」のスローガ
ンを掲げ、闘う歴史と伝統を受け継ぎ、第95
回全京都統一メーデー大会を開催しました。
　物価高騰を上回る賃上げは、待ったなしで
す。実質賃金は下がり続け、非正規労働者の増
加で貧困と格差が広がる一方、大企業の内部留
保は激増し続けています。「今こそ賃上げ！」、
たたかう労働組合の出番です。
　そして、国は、大企業の適正な価格転嫁や中
小企業への抜本的な支援、公務員をはじめ公共
で設定できる分野での賃上げなど、全ての労働
者の手に賃上げがわたるよう責任を果たすべき
です。
　ただちに全国一律１,500円以上の最低賃金
の実現と、人間らしく生活できる大幅賃上げ、
ジェンダー平等、非正規雇用労働者の処遇改善
を強く求めます。労働基準法を骨抜きにする改
悪を許さず、人間らしく働くことができるルー
ルを確立させましょう。
　生活圏における公共を取り戻しましょう。公
共交通の安全を破壊するライドシェア阻止、消
費税減税・廃止、インボイス廃止、暮らせる年
金の実現、医療・介護・保育・教育など社会保
障拡充で、暮らしも地域も再生しましょう。

　能登半島地震からの復旧・復興は、政治の緊
急課題です。万博や北陸新幹線でなく、いのち
と暮らしを守る政治を求めます。危険な原発
は、再稼働・増設でなく、廃炉で原発ゼロ社会
を実現しましょう。
　ロシアのウクライナ侵略やガザでのジェノサ
イドは許せません。憲法９条をもつ日本が、い
のちと平和を尊重した対話による外交努力の先
頭に立つべきです。にもかかわらず、岸田政権
は、日米一体での大軍拡路線と戦争する国へ突
き進んでいます。改憲をねらう岸田政権を、世
論と運動の力で打倒しましょう。そして、裏金
疑惑で明るみになった金権腐敗の自民党政治を
終わらせ、お金で無く、民意で動く政治を実現
させましょう。
　働くものの団結で、労働組合を強く、大きく
しましょう。全ての争議の勝利・解決を目指し
ましょう。
　全ての労働者・府民の力を今こそ総結集する
ことを心から呼びかけます。
　働くものの団結、万歳！　第95回メーデー
万歳！

　　　2024年5月1日　　　　　　　　　�
第95回全京都統一メーデー大会

町
、
輪
島
市
で
は
今

な
お
多
く
の
家
が
倒

壊
し
て
お
り
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
も
復
旧
し

て
い
な
い
所
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。
輪
島

市
の
朝
市
通
り
で

は
、
大
規
模
な
火
災

が
発
生
し
５
万
平
方

メ
ー
ト
ル
が
消
失
し

ま
し
た
。
現
在
も
手

付
か
ず
の
状
況
で
、

能
登
半
島
地
震

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

行
動
記
　
―
―
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生かそう憲法生かそう憲法
守ろう9条守ろう9条


